
一般社団法人フードバンクかながわ設立趣意書 
 

今日、日本の様々な分野において格差と貧困が広がっています。 

日本の貧困率は 15%を超え、先進国の中でも“貧困大国”といわれる深刻な状況にあります。 

経済的な格差の拡大に加え、地域コミュニティや家族関係の変容により、高齢者や子どもの貧困化を

はじめ、社会的弱者の孤立化が進行しています。こうした事態に現在の社会保障制度や公的機関はセ

ーフティ機能を十分に果たしきれていません。 

その一方で、本来食べられるにもかかわらず廃棄されている食品、いわゆる「食品ロス」が年間推

計６２１万ｔ（事業系 339万ｔ、家庭系 282万ｔ）も発生しているといわれています。 

このように深刻化した日本の貧困化に対し、地域では市民同士のたすけあい、支えあいが様々に試

みられています。今日全国的に広がりを見せている見守りや居場所づくり、フードバンクや子ども食

堂といった取り組みもその試みのひとつです。 
 

私たち協同組合、労働福祉団体、市民福祉団体は生産者・消費者によるたすけあいの組織であり、

働く人々や市民同士によるたすけあいの組織です。 

これらの組織が持つ食料の生産、流通の機能、人と人とが協同し相互扶助をはかるインフラと体制

は、個人・団体・企業・行政等と連携することで今日の「貧困問題」「食品ロス問題」の解決の一端を

担いうるものと考えます。 
 

私たちは、個人や団体・企業から消費するには十分安全であるにもかかわらず廃棄されてしまう食

料の寄贈を受け、支援を必要としている生活困窮者等に非営利団体を通じて適切に配るフードバンク

システムの確立をめざします。あわせて、この事業を通じ地域の「たすけあい」「支え合い」「分かち合

い」、相互扶助の社会づくりをめざすとともに、社会の食品ロス削減および社会福祉の増進に寄与する

ことを目的に、一般社団法人フードバンクかながわを設立します。 

 

一般社団法人フードバンクかながわ 
2018年 3月 11日 

                   【設立準備会構成団体】 

かながわ勤労者ボランティアネットワーク 

神 奈 川 県 生 活 協 同 組 合 連 合 会 

神 奈 川 県 農 業 協 同 組 合 中 央 会 

神 奈 川 県 労 働 者 福 祉 協 議 会 

公益財団法人かながわ生き活き市民基金 

公 益 財 団 法 人 横 浜 Ｙ Ｍ Ｃ Ａ 

生活協同組合パルシステム神奈川ゆめコープ 

生 活 協 同 組 合 ユ ー コ ー プ 

生 活 ク ラ ブ 生 活 協 同 組 合 

全 労 済 神 奈 川 推 進 本 部 

中 央 労 働 金 庫 神 奈 川 県 本 部 

特定非営利活動法人参加型システム研究所 

（50音順） 

FoodBank 
Kanagawa

FoodBank 
Kanagawa

 

 

FoodBank 
Kanagawa

 
｢もったいない」を「分かち合い」、｢ありがとう」へ 


